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9 月 6 日（土）
第１会場 第２会場 第３会場（示説）・企業展示 第４会場

7F アイーナホール 7F アイーナキャンパス学習室１ 8F 会議室804A 8F 会議室804B

9:00

9：30〜10：10
会長講演

Multimorbidity（多疾患併存
状態）と生きる人々への支援10:00

10：20〜11：30

基調講演
総合診療医によるマルチ

モビディティの診療とケア
11:00

11：40〜11：55
学術集会 AWARD 表彰式

12:00
12：10〜13：10

総会

13:00

13：20〜14：00
一般演題

口演 第 1 群：
ケアの開発・探究

13：20〜14：40

交流集会１
看護師教育プログラムの

実施とその課題
―効果的な研修のあり方を

考えるー

13：30〜14：40

教育講演１
現象学的看護論について

—病いと生きる人を全体として
理解すること—

14:00

15:00 14：50〜16：00

教育講演２
自覚症状のない複数の疾患と

長期間付き合う経験
ー現象学的研究に根ざした

理解と実践の可能性ー

14：50〜15：50

一般演題
口演 第 2 群：

慢性疾患患者へのセルフケア支援

14：50〜15：50

一般演題
示説 第 1 群：

慢性疾患患者へのセルフケア支援

14：50〜16：10

委員会企画１
政策委員会

外来医療から在宅医療への
移行支援の取り組みの実際

－外来看護師と訪問看護師と
ケアマネジャーの立場から16:00

16：20〜17：50

シンポジウム 1
マルチモビディティと生きる

人々への多職種連携による支援

16：20〜17：40

委員会企画２
研究交流推進委員会

どう伝えてく？
慢性病とともにある人が

「生き生き」と生活することを
支えるケアモデル

16：20〜17：20

一般演題
示説 第 2 群：

慢性疾患患者への看護実践

16：20〜17：40

交流集会２
新人看護師でも実践可能な慢性
腎臓病患者の自己管理エンパ
ワメントをもたらす看護実践

17:00

18:00 18：00〜19：00

イブニングセミナー
東日本大震災から 14 年目

被災地の研究成果から見えて
きた終わりのない災害支援

19:00

8：30〜　施設オープン

9：00〜　受付開始

9：20〜　開会式
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9 月 7 日（日）
第１会場 第２会場 第３会場（示説）・企業展示 第４会場

7F アイーナホール 7F アイーナキャンパス学習室１ 8F 会議室804A 8F 会議室804B

9:00 9：00〜10：10

特別講演
災害医療と慢性看護

9：00〜10：20

交流集会３
現象学的看護研究を

グループで読み語り合う
―臨床での活用にむけて10:00

10：30〜11：40

教育講演３
慢性疾患と連続性

10：30〜11：30

一般演題
口演 第 3 群：

慢性疾患とともに生きる人の体験

10：30〜11：30

一般演題
示説 第 3 群：

地域看護・健康増進

10：30〜11：50

交流集会４
糖尿病と暮らす人びとの

経験を知るための新たな方法を
一緒に考えてみませんか
北欧の現象学的研究での
Learning to live with 

diabetes を糸口に

11:00

12:00 12：00〜13：00

ランチョンセミナー
「送電線の電磁波って危ないの？」
―WHO の見解を紹介します―

共催：一般財団法人電気安全環境研究所
13:00

13：20〜14：30

教育講演４
複数の疾患をかかえて生きる

神経難病療養者のケア

13：20〜14：20

一般演題
口演 第 4 群：

慢性疾患を抱える患者のケア

13：20〜14：20

一般演題
示説 第 4 群：

看護師教育

13：20〜14：40

交流集会５
自分の死期を悟った慢性疾患

患者への看護を考える
～慢性心不全患者の事例を通して～

14:00

15:00 14：50〜16：10

シンポジウム２
慢性疾患をもつ人々への災害
支援の経験とその後の対策

14：50〜16：10

交流集会６
看護が引き出すレジリエンス

14：50〜16：10

委員会企画３
慢性看護学の知の発展事業

慢性看護実践における
事例研究法 2025

―実践事象の解析から
ストーリーを構築し、

事例研究論文を作成する―16:00

17:00

18:00

19:00

8：30〜　施設オープン
8：40〜　受付開始

16：20〜　閉会式


